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本研究では戦後の沖縄の歴史に焦点を当て，ESD の視点から，沖縄の地域素材を生かした教材を開発し，

沖縄の子供たちだからこそ学ぶ必要性のある歴史学習を提案することを目的とする。その際，花ブロック

についての自作教材や終戦直後のインタビュー動画を用いて，戦後の復興を題材に授業実践に取り組んだ。

戦後復興について，地域素材を活用し教材化することで自地域と他地域 (教科書で取り扱う戦後復興の様

子 )の往還的な学習が可能となり，多面的・総合的に考える場面が設定できた。また，単元内自由進度学習

の学習形式を適宜取り入れたことで，児童らの主体的に学ぶ態度が大切にされ，更に批判的に考える力の

萌芽も見受けられた。ESD の視点を取り入れた地域素材の単元を通して，当事者意識を持って地域につい

て学習し，行動意欲へとつなぐことができた。  

 

キーワード：戦後の沖縄，社会科教育，花ブロック，ESD 
 
 
1. はじめに 

(1)社会科教育における ESD 教材 

今なお世界各地で紛争が絶えず，武力による

侵略や核の脅威は，遠い世界で起きていること

ではなく，自分の生活に関係していることであ

ると意識せざるを得ない状況となっている。こ

のような地球規模の課題を解決するためには，

OECD Future of Education and Skills 2030  
(OECD Education 2030)で示された「変化を起
こすために，自分で目標を設定し，振り返り，

責任をもって行動する能力」(OECD, 2019)であ
るエージェンシーの育成が不可欠である。  
一方，Education for Sustainable Development (ESD)

において育みたい力として，「国連持続可能な開発のための

教育の 10年」関係省庁連絡会議(2011)は，「問題や現象の
背景の理解，多面的かつ総合的なものの見方を重視した体

系的な思考力(システムズ シンキング(systems thinking))
を育むこと，批判力を重視した代替案の思考力（クリティ

カル シンキング(critical thinking)）を育むこと，データや
情報を分析する能力，コミュニケーション能力，リーダー

シップの向上」を示している。このことから，エージ

ェンシーの育成を目指す OECD Education 
2030 と ESD が目指す方向性には共通する部分
があると考えられ，今後 ESD の需要は高まる

と予想される。  
ESD は総合的な学習の時間だけでなく，ESD

の視点を取り入れた学習として，各教科の特性

に応じた取り組みが求められている。特に，小

学校学習指導要領解説社会科編 (文部科学省 , 
2018)の小学校社会科改訂の趣旨に「持続可能
な社会づくりの観点から地球規模の諸課題や

地域課題を解決しようとする態度」の育成が示

されており，社会科教育は ESD との親和性が

高いと考えられる。  
小学校社会科をベースとした ESD に関する

授業設計・実践に関する研究として，水俣病を

題材とした授業開発に関する研究 (宮下 , 2024)，
環境問題をテーマとした単元開発に関する研

究 (桑原他 , 2021)，水資源を題材とした社会科及
び総合的な学習の時間における授業開発・実践

に関する研究 (島 , 2021)，森林資源をテーマとし
た研究 (新宮他 , 2020)等がある。このように，「環
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境」に関連するテーマを題材とした実践的研究

は多く見られるが，戦後の歴史をテーマとした

研究は殆どない。 Sustainable Development 
Goals (SDGs)の目標 16「平和と公平をすべて
の人に」 (外務省 )の達成が脅かされる世界の現
状を鑑みたとき，ESD の視点を取り入れた社会
科教育として，戦後の歴史学習に焦点を当てた

教材の開発が必要であると考えられる。特に，

今なお基地問題に揺れる沖縄においては，その

教育的意義は他の地域とは異なると考えられ

る。戦後復興の中で，平和を希求し，たくまし

く，そして強かに生きてきた沖縄を知り，これ

からの沖縄の平和について自らの考えを形成

することは，平和の実現に向けたエージェンシ

ーの育成にもつながると考えられる。  
 
(2)本研究の目的  

 そこで，本研究では戦後の沖縄の歴史に焦点

を当て，ESD の視点から，沖縄の地域素材を生
かした教材を開発し，沖縄の子供たちだからこ

そ学ぶ必要性のある歴史学習を提案すること

を目的とする。  
 
2. 第 6 学年社会科における戦後の歴史学習  

(1)学習指導要領での位置付け  

小学校学習指導要領解説社会編 (文部科学省 ,  
2018)の第 6 学年の内容「 (2)我が国の歴史上の
主な事象について，学習の問題を追究・解決す

る活動を通して，次の事項を身に付けることが

できるよう指導する」とあり，知識及び技能と

して「ア (サ ) 日中戦争や我が国に関わる第二次
世界大戦，日本国憲法の制定，オリンピック・

パラリンピックの開催などを手掛かりに，戦後

我が国は民主的な国家として出発し，国民生活

が向上し，国際社会の中で重要な役割を果たし

てきたことを理解すること」と記されている。

また，思考力，判断力，表現力等として「イ (ア )  
世の中の様子，人物の働きや代表的な文化遺産

などに着目して，我が国の歴史上の主な事象を

捉え，我が国の歴史の展開を考えるとともに，

歴史を学ぶ意味を考え，表現すること」と表記

されており，解説には「歴史を学ぶ意味を考え

るとは，歴史学習の全体を通して，歴史から何

が学べるか，歴史をなぜ学ぶのかなど歴史を学

ぶ目的や大切さなどについて考えることであ

る」とともに，「過去の出来事と今日の自分たち

の生活や社会との関連や，歴史から学んだこと

をどのように生かしていくかなど国家及び社

会の発展を考えることである」と示されている。

つまり，史実を知ることに終始せずに，そこを

起点にこれからの社会について考え，選択判断

し表現する力の育成が望まれていることがう

かがえる。さらに，内容の取り扱い『キ』には

「イの (ア )については，現在の自分たちの生活
と過去の出来事との関わりを考えたり，過去の

出来事を基に現在及び将来の発展を考えたり

するなど，歴史を学ぶ意味を考えるようにする

こと」と記されており，過去と現在との関わり

において，なぜ歴史を学ぶのかを念頭に置きな

がら学習を進めることの重要性がうかがえる。 
本研究において取り扱う単元の内容は第二

次世界大戦である。先の大戦では，国内各地へ

の空襲，沖縄戦，広島・長崎への原子爆弾の投

下など，国民が大きな被害を受けた。それらの

史実を踏まえ，歴史を学ぶ意味とこれからの社

会をどのように形成していくのかを併せて考

える場を設ける必要がある。  
また，本単元の後に，グローバル化する世界

と日本の役割について取り扱う単元が続く。グ

ローバル化する国際社会において，今後，我が

国が果たすべき役割，義務や責任について，過

去の戦争や原爆による人類最初の災禍を経験

した我が国の立場，国際的な協力や援助を必要

としている国や地域の人々などの立場，国際連

合など国際的な機関の立場などから多角的に

考えたり，世界の人々と共に生きていくために

大切なことについて，自分たちにできることを

考えたり選択・判断したりして，世界の平和に

向けた自分の考えをまとめるようにすること

が大切となる。このような単元のつながりを考

慮すると，本単元において，これからの社会の

あり方についてじっくりと考えさせる場を設

定することが必要である。過去の戦争や原爆に

よる人類最初の災禍などの経験を生かし，国際
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社会の平和と発展のために，我が国や日本人が

今後果たさなければならない責任と義務があ

ることに気付くようにするとともに，世界平和

の大切さと我が国が世界において重要な役割

を果たしていることを考えることができるよ

うになることが期待されている。  
また，戦争との関連では，「我が国の政治の働

き」に関する「知識・技能」における平和主義

の原則や，「グローバル化する世界と日本の役

割」に関する「思考力・判断力・表現力」にお

ける唯一の原爆被災国としての世界平和に向

けて果たすべき責任と役割とも関連する。戦後

の復興において，平和で民主的な社会を築き上

げてきた先人の意志を受け継ぎ，平和を願う日

本人として，世界各国の人々との共生と平和な

国際社会の実現に向けた継続的な努力の重要

性への自覚を養うことが重要である。   
 
(2)社会科教科書での取り扱い  

教科書 (大石他 , 2024)における，沖縄の戦後の
取り扱いは，図 1 に示した内容のみである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 教科書における沖縄の戦後の取り扱い  

(『小学社会 6』教育出版：大石 他,2024,p.231) 

 

先述したように，学習指導要領に示された内

容は，戦後民主的な国家として出発し，国民生

活の向上とともに国際社会に復帰していく様

子を，五輪を通して学んでいくものである。サ

ンフランシスコ講和条約によって，米軍統治下

に置かれた沖縄は，日本国憲法に基づいて民主

的な国家として出発した他府県とは違う歴史

を歩んできた。民主国家の拠り所となる日本国

憲法が適用されなかったというのが，沖縄の戦

後復興の歴史である。よって，自地域 (沖縄 )の歴
史を学び，これからの身近な社会について考え

るには，教科書における沖縄の戦後に関する取

り扱いがわずかであり，歴史を学ぶ意味に基づ

き平和な社会について考えるには，教科書の記

載内容が十分ではないと考えられる。 

また，上述の「システムズ  シンキング」とい
う ESD の資質・能力を養うためには，教科書に
記載されている内容と自地域 (沖縄 )の歴史につ
いて往還し，比較しながら考える場を設定する

必要がある。したがって，教科書や資料集を通

して，自地域 (沖縄 )の戦後の歴史を学ぶだけで
は不十分であると判断し，花ブロックを起点と

した戦後に関する授業を追加で組み入れるこ

ととする。  
 
(3)戦後沖縄に焦点を当てた歴史学習の価値  

国内で唯一の地上戦が行われ，悲惨な過去を

持つ沖縄は，米軍統治下を他の地域よりも長い

間経験している。今なお戦争と平和の間で悩み

苦しんでいる状況が続いている現状がある。  
沖縄戦により，県内全域が焦土と化したこと

で，戦前の産業は全て灰燼に帰した。その後，

サンフランシスコ講和条約により日本から切

り離され，米軍統治下で多くの土地を基地に奪

われ，切り離された本土からも基地を移される

中で，沖縄の人たちは強制的に基地と共存せざ

るを得ない状況に置かれた。1972 年に「琉球諸
島及び大東諸島に関する日本国とアメリカ合

衆国との間の協定」の締結により，沖縄が本土

復帰を果たし，2022 年に 50 年を迎えた。しか
し，今もなお，米軍基地問題で揺れる沖縄にお

いて，戦後の歴史学習の持つ意味は他の地域と

は異なる事情があると考えられる。  
 戦後の沖縄では，アメリカ文化やライフスタ

イルの影響を受け，そのカルチャーは瞬く間に
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根付いていった。A&W や BLUE SEAL などの
大手アメリカチェーン店が沖縄にあるのも，あ

る意味，戦後の米軍統治下のなごりである。そ

れは建物も例外ではない。戦前の沖縄はいわゆ

る木造建築，今でいう沖縄古民家が主流であっ

た。戦後，米軍が基地を整備するために，アメ

リカからコンクリートやブロック製造機を持

ち込んだことがきっかけとなり，沖縄にコンク

リート建築が広まっていった。その発展には，

アメリカからブロック製造機のカタログを取

り寄せ，自作の製造機で沖縄の風土にあったブ

ロック，今では沖縄でよく見かける「花ブロッ

ク」を製造した一人の人物がいる。  
 このような沖縄の身近な風景と人物とを関

連づけ，戦後の沖縄を紐解く歴史学習は，アメ

リカの影響を受けつつ，戦後の復興において，

前向きに，たくましく，したたかに生き抜いて

きた沖縄の人々の思いにふれる機会となる。つ

まり，沖縄の子どもたちが，次の時代に継承す

べき沖縄の心や平和で豊かな社会について，自

らの考えを形成するきっかけとなるとことが

期待できる。ここに，戦後沖縄に焦点を当てた，

沖縄の子どもたちのための歴史学習の価値が

あると考えられる。  
 また，このような歴史学習は，SDGs の目標
16「平和と公平をすべての人に」の達成にもつ
ながると考えられる。沖縄にとっての「平和と

公平」を考えるとき，米軍基地問題を切り離す

ことはできない。沖縄の抱える問題は，沖縄だ

けの問題ではなく，県外の人々の理解が不可欠

であり，子どもたちの目線で全国に沖縄を発信

していくことが重要である。そのためにも，沖

縄の子どもたちが，自らの考えを形成しておく

ことは不可欠であり，SDGs の達成に向けた第
一歩となると考えられる。  
 
3. 地域素材を生かした戦後沖縄の歴史学習  
(1)授業の設計 

①地域素材の活用  

図 2 に示す花ブロックは，戦後の沖縄の歴史
の中で独自に発展してきた文化として価値あ

る地域素材である。「花ブロックを題材として

戦後の沖縄を捉えることは，今なお米軍基地問

題で揺れる沖縄において，次の時代を担う子供

たちに，前向きに，たくましく，したたかに生

きるメッセージ性がある」(坂井他 , 2024)と考え
られる。  
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 花ブロック  

 
他にも，図 3 に示す現在の琉球ガラスは，戦

後の原料不足の中，米軍施設から大量に廃棄さ

れていたコカ・コーラやビールなどの廃瓶を原

料とし，カレット状に砕き，溶かして作ったこ

とが始まりである。琉球ガラスの特徴が「気泡」

と「色」である。本来であれば不良品と扱われ

るが，逆に，その気泡を味として見出し，独自

に発展させてきた。また，廃棄されたガラス瓶

の色を生かした作品となっている。花ブロック

と同様，戦後を生き抜く沖縄の人々の知恵が詰

まった地域素材である。  
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 琉球ガラス  

 
これらの地域素材を生かした単元構成によ

り，戦後の日本における歴史的事象を表面的に

理解するだけの歴史学習から脱却できると考

えられる。戦後沖縄の復興を支え，その時代を

生き抜いた人々の存在にふれることにより，子

供たちが自分もその歴史の延長線上で今を生
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きているという自覚をもち，今の自分たちには

何ができるかを考えることのできる歴史学習

となると考えられる。  
 
②ESD の視点の活用 

 学習指導要領 (文部科学省 , 2018)の前文には
「持続可能な社会の創り手となることができ

るようにすることが求められる。このために必

要な教育の在り方を具体化するのが，各学校に

おいて教育の内容等を組織的かつ計画的に組

み立てた教育課程である」と記されており，学

習指導要領に基づいた教育課程と ESD は軌を

一にするといっても過言ではない。以下に示す

「ESD の視点に立った学習指導で重視する能

力・態度の例」を参考にカリキュラムを組んだ。

なお，本研究の概要と位置付けは，図 4 のカリ
キュラムマネジメント表に示す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 ESD カリキュラムマネジメント表  

 
花ブロックを通して，教科横断的な学習を年

間を通して行うこととした。図 4 のように，「養
いたい ESD の資質・能力」と「育てたい ESD
の価値観」の双方を中心に位置づけ，それらが

身につくよう，学習形態を工夫し，発問や課題

などを配置した。具体的には，算数，国語，総

合，社会を教科の目標と養いたい ESD の資質・
能力，価値観のそれぞれがつながり達成できる

よう，コンテンツ (素材・教材 )，コンピテンシー
(資質・能力 )の両方でひもづけを行った。  
本研究では戦後沖縄の歴史学習に焦点を当

てているため，SDGs の目標 16「平和と公平を
すべての人に」(外務省 )と関連している。また，
沖縄で独自に発展した文化としての地域素材

を活用しているため，発展的ではあるが，SDGs
の目標 11「住み続けられるまちづくりを」の中
のターゲット 4「世界の文化遺産や自然遺産を
保護し，保っていくための努力を強化する」(外
務省 )ことに関連すると考えられる。本研究にお
ける社会科教育は，SDGs の達成につながる教
育という意味でも，ESD の視点を取り入れた歴
史学習ということができる。  
また「エージェンシーの育成は，学習の目標

であり，また学習のプロセスでもある」(OECD, 
2019)ということ及び「生徒が自らの学習の  エ
ージェント (agents)であるとき，つまり何をど
のように学ぶかを決定することに積極的に関

与する時，生徒はより高い学習意欲を示し，学

習の目標を立てるようになる」(OECD, 2019)こ
とを踏まえ，エージェンシーの育成という意味

においても単元内自由進度学習を取り入れる

こととした。具体的には，単元の開始時に単元

のねらいを児童と教師が共通確認し，単元のゴ

ールであるパフォーマンス課題を提示する。そ

のあと，それぞれの子供の関心に応じて，調べ

る内容，調べる資料，調べる場所を自由に選択

しながら探求できるように学習環境を整える

こととした。  
 一斉授業で本単元を実施した場合，教科書の

内容を学ぶだけにとどまってしまうことが多

い。自由進度学習では，教科書の内容をベース

にして，子どもたちが関心を持った事柄をある

程度自由に調べ，追究する時間がある。そのた

め，図書館に資料を探しに行く児童，タブレッ

トで調べ進める児童，一つの社会的事象にこだ

わり考える児童，様々な学びの様相が期待でき

【能力・態度の例】  
①  批判的に考える力  
②  未来像を予測して計画を立てる力  
③  多面的・総合的に考える力  
④  コミュニケーションを行う力  
⑤  他者と協力する態度  
⑥  つながりを尊重する態度  
⑦  進んで参加する態度  

－ 29 －



京都女子大学教職支援センター研究紀要（第７号）

―6― 
 

る。大人が説明しすぎずに，子どもたちの学ぶ

力に委ねられている時間が多い自由進度学習

だからこそ，一斉授業で行ったときには，素通

りしてしまいそうなことにも各々がこだわり

を持った社会的事象に立ち止まり，吟味し，疑

問を持ち，批判的に考えることができると想定

される。  
 
③単元構成  

本単元「平和で豊かな暮らしを目指して」で

は，5 つの学習目標及び，6 つの学習内容を設
定し，図 5 の学習の手引きのように，それぞれ
「めあて」と「学習の流れ」として位置付けた。

そして，この学習の手引きを児童と共有して学

習を進める。市販のワークブックと教科書に沿

って学習を進めるとともに，必要に応じて，資

料集や図書資料，デジタル資料なども活用する

ことを児童と共有した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 単元の学習の手引き  

 
学習内容 6 に相当する時期に，図 6 の沖縄の

終戦直後の様子についての動画と花ブロック

の歴史に関するインタビューシートも児童に

提示する。沖縄戦の平和学習のアーカイブにあ

る様々な動画の中から，終戦直前・直後の混乱

の中，生活を立て直した様子をたくましく前向

きに話しているものを選び，児童に視聴させる。

現状として，教科書は国全体の時代の変化につ

いて書かれており，大きな主語 (国家など )で語
られているため，戦後の復興について児童は漠

然と捉えている様子である。そこで，小さな主

語 (私など )で当時の様子が語られているエピソ
ードに触れ，当時の様子を住民の具体的な視点

から捉えてほしいとの授業者の意図がある。ま

た，目指す社会は，一人一人の想いや願いで形

作られていることを実感したうえで，これから

の社会のあり方について考えてほしいとの意

図も込められている。さらに，花ブロックの歴

史に関するインタビューシートには，米軍基地

と共存せざるを得なかった状況の中で，前向き

に強かに生きる姿が読み取れるような内容に

なっている。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6  学習内容 6 におけるワークシート  

 
学習内容 6 の後に，図 7 に示す「『豊かな社

会』になるために大切なこと」のワークシート

(開発教育協会 , 2016)を利用し，参加型ワークシ
ョップを設定した。児童らは昨年度，総合的な

学習の時間に「SDGs メガネをかけたなら」を
テーマに探究活動に取り組んできた。その学び

をベースに，歴史学習の総括を「豊かさとは何

か」について問うことにした。これまでの学習

をふまえて，豊かさを考えることは，ウェルビ
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ーイング (より良い生き方，より良い社会 )を考
える一助になることを意図した。単元で身に付

けさせたい力を踏まえ，視点を与えて「豊かな

社会」について，ワークショップを通して考え

させる。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7  参加型ワークショップにおけるワークシート  
 
さらに，単元全体として 3 つのパフォーマン

ス課題を設定した。単元終末のパフォーマンス

課題として「50 年後の私への手紙」を位置付け，
サブパフォーマンス課題①「日本の国づくりに

タイトルをつけよう」と，サブパフォーマンス

課題②「戦後の沖縄の人たちの 4 コマ漫画を描
こう」を位置付けた。3 つのパフォーマンス課
題に取り組む材料として，地域教材を活用した

学習活動を位置付けた。ここでは，図 6 に示す
「花ブロックの歴史」に関するインタビューシ

ートを活用した。パフォーマンス課題を設定す

るにあたり，単元で身に付けた学習内容が発揮

できるような課題内容になるよう手立てを講

じた。1 つ目「日本の国づくりにタイトルをつ
けよう」は，戦後の日本について，複数の歴史

的事象を一般化し表現させるため“タイトル付

け (その理由 )”とした。2 つ目「戦後の沖縄の人
たちの 4 コマ漫画を描こう」では，図 8 に示す

ワークシートを用いて，戦後復興時の想いや願

いを歴史的事象とつなげて，端的に表現してほ

しいとの思いからセリフを書き込んだ 4 コマ漫
画とした。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8 サブパフォーマンス課題②のシート  

 
最後 3 つ目の「50 年後の私への手紙」は，歴

史学習の総括として位置付けた。サブパフォー

マンス課題②と同様，単元における社会科の記

録に残す評価の評価材として位置付けている

ため，明確な評価規準を児童と共有した上で，

取り組むこととした。学習支援アプリ「ロイロ

ノート」を活用し，成果物はタブレットで作成

してアプリ上の提出箱に提出させた。その後，

共有機能を用いて，子ども同士で共有させた。 
 
④対象児童 

本授業に参加する児童は，沖縄県の公立小学

校第 6 学年の児童である。本授業実践までに，
算数科の「対称な図形」において，花ブロック

を題材とした学習をするとともに，国語科にお

いて他県の児童と Zoom による遠隔交流をし，
花ブロックも含め，沖縄の特徴について紹介す

る学習を経験している。  
 

(2)授業の概要 

①単元全体を通した児童の授業中の様子  

社会科の授業が始まると，児童は思い思いの

場所に移動して自らの課題の続きを始めてい

た。さらに，教科書と資料集が主たる学習材で

はあるが，教科書の内容で腑に落ちない内容が
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あると，図 9 に示すように図書館から資料を借
りて調べる姿も見られた。また，図 10 に示す
ように，パフォーマンス課題に取り組む際には，

席を自由に移動しながら，友達と内容を確認し

たり相談したりして進めていた。他にも，一人

で黙々と学習を進めていたかと思えば，次の日

は友達と相談したいところを持ち寄って，共に

学ぶ姿もあった。その際，手塚治虫の自伝を手

掛かりに，当時の思いを探ろうとする様子が見

られた。特に目を引いたのは，普段の授業では，

集中して授業に取り組むことがやや困難な児

童も，タブレットや資料で学び進めていた意欲

的な姿であった。  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

図 9  児童の様子①  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10  児童の様子②  

 

②学習内容 1～5 とサブパフォーマンス課題 

 サブパフォーマンス課題①へとつながる

学習内容 1～5 について，児童の振り返りをも
とに考察を加える。まず，学習内容 2 と学習内
容 3 における，児童の振り返りから，以下の 2
つのような疑問 (下線部は筆者追記 )が見られた。    
児童の振り返りに出た 2 つの疑問は，教科書

の歴史と自地域の歴史を比較しながら学習し

たからこそ出たものだと推察される。毎年沖縄

では，6 月頃になると平和学習が行われ，そこ
では沖縄戦の様相や当時の人々について学ぶ。

沖縄戦における地域住民の不当な扱いや，平和

な世の中について多面的に考える場が多く設

定される。当時の状況について，教科書と自地

域，双方の歴史記述をつなげて総合的に考えた

結果であったと考える。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また，学習内容 4 について，以下のような振

り返り (下線部は筆者追記 )が見られた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 つ目の振り返りからは，「私なら…」と自分
がその時代に生きていたらどう考えたのかと

いう視点と，「今，抱えている日本の問題と…」

[学習内容 4 における振り返り ] 
オリンピックが開さいされたことで，世

界有数の工業国へと発展した反面，水俣病

などの公害も発生していて，私なら「どうし

てこうなってしまったんだろう」と困ると

思う。今，抱えている日本の問題と何か関わ

りがあると思う。  
 

[学習内容 4 における振り返り ] 
サブパフォーマンス課題①で，自分は「平和

な国を目指した」と書いた。戦争で大変な想

いをしたから，平和な国が良いと思った。戦

争が終わって他の戦争をした国はどう思っ

たのだろう。  

[学習内容 2 における振り返り ] 
戦争の怖さを知った日本はもう戦争をしな

いと思ったことです。だから，いろんな改革

が行われたと思いました。しかし，本当にも

う戦争はしないと思ったのかが疑問です。  

[学習内容 3 における振り返り ] 
今日の学習で日本はもう二度と戦争はしな

いという熱い気持ちがあるから，憲法も古

くからある考えをなくそうとしているの

は，すごいと思いました。軍隊は解散したの

に，なぜ自衛隊はあるのか疑問です。  
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と現在の社会問題の連続性の視点という，つな

がりの見方・考え方を働かせていることが振り

返りの記述からうかがえる。2 つ目の振り返り
に関して，該当する教科書ページには「交戦国

の人々のその後の想い」についての視点はない。

自由進度学習としたことで，“自分なりの視点”

を持って戦後復興の過程について考えた様子

がうかがえる。  
本単元の学習では，単元の学習前と学習後に，

単元の学習問題「戦争のあと，人々はどのよう

な想いをもって暮らしを立て直し，今日の社会

を築いていったのだろう」についての自分の考

えをワークシートに記述させた。さらに，単元

の終末では，その学習前と学習後の記述を児童

自ら比較し，その感想を書かせた。その記述の

一部を以下に示す。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ここでは，ESD の資質・能力の「つながりを

尊重する態度」に関連して，身近な問題は過去

の課題と密接に関わっているので，自分たちが

つなげていかなければならないという意識の

芽生えが伺える。  
次に，これらの学習内容に基づいて取り組ま

れたサブパフォーマンス課題①における，児童

が作成したロイロノートの記述を以下に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童らの成果物の記述の中には「平和」「戦争

しない」などの日本国憲法の平和主義に関連す

る表現が多く見受けられた。また，高度経済成

長と環境問題に関する記述も多数みられた。学

習内容 6 以降，「沖縄の戦後復興の様子」と「教
科書の戦後復興」を対比しながら学習を進めた

が，米軍統治下におかれた，日本国憲法が適用

されない沖縄の戦後復興時の様子は，教科書の

それとは対照的であった。  
 
③学習内容 6 とサブパフォーマンス課題② 

サブパフォーマンス課題②へとつながる学

習内容 6 について，以下のような振り返りが見
られた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

[日本の国づくりのタイトル ] 
もう二度と戦争はしない平和な国，そして

環境を守りながら産業を発展させていく国  
[理由 ] 
戦争をして，戦争の悲惨さを日本は知った

ので，もう二度と戦争はしないという言葉

を入れた。  
そして産業を発展させていくのも大切だか

ら入れた。けど環境をまもるのも大切だか

らこの言葉も入れた。  

[学習内容 6 における振り返り ] 
前の沖縄は，危険がたくさんあって，今より

苦しい状況だったということを話し合えま

した。  

[単元終末における振り返り] 

人々は戦争でいろんなことを学んだと思

う。だから，今の日本には戦争は起きない仕

組みがつられているのだと思う。自分は，物

とか利益とかのために命をふつうに失くす

ことを許すえらい人ただったら嫌だとおも

った。学習前には人々は悲しい気持ちだろ

うと思ったけど，学習中と学習後では人々

と日本が協力して人々が努力することで工

業国へと発展していったということが分か

りました。この学習を通して，国民が協力な

どをすることで，戦争の話などを残し続け

ることが出来るということが分かったか

ら，自分も友達や家族に戦争の話をして，こ

れからも戦争のことについて残り続けて欲

しいなと思ました。  

[学習内容 6 における振り返り ] 
改めて，日本国憲法などを学び直して，風化

させず学ぶということが大切だと思った。  

[学習内容 6 における振り返り ] 
今日大切だと思ったことは，何でも勉強し

たら自分がどう感じるか，ということです。

人によって感じ方も違うと思った。50 年後
の人たちや自分にも今の気持ちが伝わって

ほしいと思いました。  
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1 つ目と 2 つ目の振り返りは，複数人で集ま
って学習を進めていた児童らが友達と感じ方

や考えたことを交流したことについて，そのよ

さや感想をまとめた記述である。また，3 つ目
の振り返りは，米軍統治下におかれ，日本国憲

法が適用される日本への復帰を望んだ沖縄の

人たちの様子を資料から学び，日本国憲法の学

び直しと憲法制定に至った経過を風化させな

いという内容の記述となっていた。  

次に，この学習内容 6 に基づいて取り組まれ
たサブパフォーマンス課題②において，児童が

作成した 4 コマ漫画を図 11 に示す。  

 
図 11 児童が作成した 4 コマ漫画  

 
 この児童の 4 コマ漫画のタイトルは，「花ブロ
ックを作った当時の人々がその人達の気持ち

を (漫画を )読む人たちにも考えてほしい」との
思いを込めた記述である。さらに，「私が考える

戦後の沖縄の人たちとは，とても心が強かった

と思います。～中略～平和な世の中でも，(当時
の様子を )笑って話せるトシ子さんのようなと
ても強い心の持ち主だと感じました。」と書か

れていた。  

沖縄における戦後当時の様子を，政府 (国 )や
県行政などの視点で学ぶだけでなく，南風原町

に住んでいたトシ子さんといった住民の視点

で学んだことで，上記のようなふり返りの記述

となったと推察する。このように人々の想いや

願いを踏まえながら歴史的事象を考察するこ

とは，本研究で育成を目指す ESD の資質・能力
の③多面的・総合的に考える力と⑦進んで参加

する態度を育むにあたって非常に重要である。 
 
④パフォーマンス課題  

単元を通じた学習内容に基づいて取り組ま

れたパフォーマンス課題において，以下の「50
年後の私への手紙」を児童が作成していた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
児童の記述からは，【教科書や資料集，手元の

資料でもって，多角的に社会的事象を比較検討

した結果，負の歴史から人々は学びそれを生か

して今後社会を形成していくだろうという願

いが込められていることがうかがえる。自由進

度学習ということで，授業中は数名の男女で声

をかけ合って学習を進めていた。一緒に学習し

ていた児童らのパフォーマンス課題の記述を

確認したところ，どの児童も“豊かな社会”に

ついての充実した記述がみられた。豊かな社会

について，互いに意見を交流しながら考えを形

成していったことが推察される。】  
他の児童の作成した手紙も含め，全体的に

「互いに伝え合うこと」「学び続けること」など

の内容が多く見られた。  
 

[50 年後の私へ ] 
50 年後の私はもう 62 歳です。今のあなた達
の生活は戦争もなくとっても平和に過ごし

ていると思います。なぜかというと，みんな

戦争のことについて勉強して知ってるし，戦

争しようという人がいてもみんなで止めて

いると思うからです。私が考える豊かな社会

はみんなが学校に行けたり，食べ物を食べれ

たり，人に命令されて動くのではない自分の

ことは自分で決める，戦争のない社会です。

この社会を実現するためにはみんなが戦争

について知ることだと思います。  
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(3)授業の分析・考察  

①授業全体を通した「ESD×自由進度学習」  

ESD の視点に立った学習指導で重視する能

力・態度の関連から考えると，①批判的に考え

る力，③多面的・総合的に考える力，⑦進んで

参加する態度の力が発揮される場面が多く見

られた。教師の主導で授業が進められるよりも，

素朴な疑問やクリティカルに史実を捉える児

童がより多いことが振り返りシートの記述な

どから明らかとなった。この理由として，教科

書・資料集のみならず，図書資料や保護者との

対話がそれらの思考を促したと推察される。  
サブパフォーマンス課題②のワークシート

の中に「私が考える戦後の沖縄の人たちとは…」

という項目を設けた。主に「たくましい」「すご

い」「前向き」「くるしい」「大変」などの記述が

多くみられた。  
米軍統治下から祖国復帰に向かう様子を学

ぶワークショップや体験者の動画，インタビュ

ーシートを経て，パフォーマンス課題に取り組

んだ。授業内だけの取り組みだけでなく，昨年

度は地域の博物館とつながり，復帰 50 年の学
習を行っているため，当時の状況を知っている

児童も多い。終戦直後の悲惨な状況の中で，逞

しく強かに生活や社会を立て直していった当

時の沖縄の人々を多くの児童が上記のような

言葉で表現したと考えられる。  
エージェンシーの育成について，白井 (2020)

は「生徒のエージェンシーは自分一人だけで育

まれるものではなく，親や仲間，教師やコミュ

ニティなど，周囲との関係性の中で育まれてい

く」と述べている。今回は，当時の人々のイン

タビュー動画や読み物資料などから，終戦後に

たくましく沖縄社会を復興させた人々の想い

に触れ，これからの社会の目指す方向性を当時

の人々と共有できた。それらが，自らの社会へ

の関わり方の素地を形成するきっかけになっ

たと考える。まさに，自分で目標を設定し，学

びを自覚して調整する姿であった。それらの学

習のプロセスが，エージェンシーの育成へとつ

ながっていることが伺えた。  
単元終末のパフォーマンス課題において，

「平和」に関する記述が多くみられた。平和な

世の中が土台となり，人権が守られ環境が保全

されて豊かな社会の形成につながるという具

体的な表現は見られなかったため，それらは密

接な関係にあることを気づかせる手立てが必

要であったという課題が残る。また，「SDGs メ
ガネをかけて，豊かな社会について考えよう」，

「これまで学んだことを生かして」と視点を与

えて，パフォーマンス課題に取り組ませたこと

で，過去と現在，未来をつないで考え表現して

いる児童も見られた。サブパフォーマンス課題

の 2 つを踏まえて，単元終末のパフォーマンス
課題につなげている様子もうかがえた。  
 
②成果と課題  

以上のことから，成果として次の 5 点を挙げ
ることができる。  
⚫ ESD の視点を活用した授業づくりをするに

あたって，主に養いたい ESD の資質・能力
を踏まえた授業構成としたことで，これから

の沖縄について，過去の人たちの工夫や努力

を学び考える力の素地を養うことができた。 
⚫ 戦後の復興について，地域素材を活用し教材

化することで自地域と他地域の往還的な学

習が可能となり，多面的・総合的に考える力

を働かせる場面が設定できた。  
⚫ 年間を通した花ブロックのカリキュラムを

実施することで，過去と今と未来は一つなが

りのものであることを実感しながら学び，未

来の豊かな社会についてえることができた。 
⚫ 自地域 (沖縄 )の歴史について史実を元に学
び，自らの頭で考えようとする態度を養い，

パフォーマンス課題等の実践的な学びやワ

ークショップ学習などの体験的活動を通し

て，人権感覚を磨くことができた。  
⚫ 授業の形式を単元内自由進度学習としたこ

とで，一方的な知識伝達型の授業形式よりも

教師と子どもが学習の進め方 (授業の在り
方 )を共に考える場面が多く設定できた。そ
のことにより，学ぶ目的を意識し自分の学び

を自分で決めるという学習に対する当事者

意識が高まった児童も見られた。  
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また，課題として，次の 2 点が考えられる。 
⚫ ESD の視点を取り入れた授業として進めて

きたが，最終的に行動目標を児童自らが立て

て社会に働きかけようとする児童がいなか

ったことは，教師側の手立て不足であった。 
⚫ 地域を巻き込み，協働する場面が乏しかった。 
 
課題の 1 点目について，今後は，児童の立場

で PDCA サイクルを回せるよう，ESD カリキ
ュラム全体としての目標を共有し，行動変容を

促す仕組みを作る手立てを講じる必要がある。

2 点目については，子どもたちのエネルギーを
外に向け，さらに多様な人と関わりながら進め

られるようなカリキュラム設計が必要である。 
 
4. おわりに 

本研究では戦後の沖縄の歴史に焦点を当て，

ESD の視点から，沖縄の地域素材を生かした
教材の開発を行った。開発した教材に基づく

実践の結果，「自地域と他地域の往還的な学習」

や「当事者意識を持った地域学習と行動意欲」

につながることが明らかになった。また，単元

内自由進度学習の学習形式を適宜取り入れた

ことは，児童の主体的に学ぶ態度が大切にさ

れ，更に批判的に考える力の育成につながる

可能性が示唆された。したがって，本実践は沖

縄の平和の実現に向けたエージェンシーを育

む第一歩となると考えられる。  
今後の課題として，ESD カリキュラム全体

を通した目標の共有と行動変容を促す仕組み

の手立てとして，Hart (1997)が提唱する「参
加のはしご」の概念を児童と共有し，年間を通

して自己の取り組みを省みる場を設定した実

践を試みることである。  
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